
名古屋市消防局から熱中症予防啓発協力のお願い

熱中症で救急搬送された傷病者の半数以上が６５歳以上の高齢者となっています。
また、そのうちの約６割の方は屋内で熱中症になっています。

名古屋市消防局

高齢者宅を訪問した親族やホームヘルパー等が、室内で倒れている傷病者を発見する
事案が多くあります。特に自宅での熱中症に十分に注意してください。

こんな時には迷わず１１９番！

意識の障害

けいれん

意識がない（返事がない）
または普段と比べて明らかにおかしい

けいれんを起こしている など

運動障害

普段通りに歩けない

体が熱い

体が熱いのに汗をかいていない

介護事業者の皆様へ

・部屋の温度に注意し、エアコンや扇
風機を上手に使うよう、呼びかけを
お願いします

・のどが渇いていなくても、こまめな
水分補給をするよう勧めてください

利用者様へ呼びかけてほしいこと

病院に連れていく？ 救急車を呼ぶ？
迷ったら「＃７１１９」に相談しましょう！

電話で「＃７１１９」をダイヤルすることで２４時間３６５日、看護師等から
アドバイスを受けることができます！いつでもご相談ください！

熱中症の搬送者（高齢者）
発生場所区分

高齢者
57％

成人
36％

子ども
7％

熱中症の搬送者 年代区分

自宅
48%

10％

その他の屋内

道路
35%

その他の屋外
7%


